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Chapter-6	 to 不定詞

01	 名詞用法

A	 各動詞（句）を「to を用いた名詞句」にしなさい。

01	 teach	  （（人に）教える）	 a	 _____________  （（人に）教えること）

02	 quit smoking 	（タバコをやめる）	 a	 _____________  （タバコをやめること）

03	 be with you 	（君と一緒にいる）	 a	 _____________  （君と一緒にいること）

＊ 02：quit（…をやめる）；smoking（喫煙）

B	 日本文に合うようにカッコに適語を入れなさい。

01	 教えるということは学ぶということである。	

	 (　　) (　　) is (　　) learn.

02	 良き友を持つことは人生の最も大きな喜びの一つだ。

	 (　　) have good friends (　　) one of the greatest delights of life.

03	 私の目標はあと 10 キロ（体重を）減らすことです。

	 My goal (　　) (　　) lose another 10 kilograms.

04	 君と一緒にいるのは楽しい。	

	 It's fun (　　) (　　) with you.

05	 タバコをやめるというのは難しい。

	 (　　) (　　) difficult (　　) quit smoking.

06	 タバコをやめるのはとても難しいとわかった。

	 I found (　　) very hard (　　) quit smoking.

07	 霧で何も見えなかった。	

	 The fog (　　) it impossible (　　) see anything.

＊ 02：delight（喜び）／ 03：another ＋複数の数字（あと［さらに］…）；lose（＜体重
＞を減らす）／ 04：fun（楽しいこと）／ 06：found を第５文型で用いる／ 07：「霧が
いかなる物を見ることも不可能にした」と考え第５文型で表す。fog（霧）；anything（い
かなる物の）；impossible（不可能な）

C	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 私は読書が大好きです。	 ( I / read / to / love ) .	

02	 そのことについては話したくない。	( I / talk / about it / want / don't / to ) .

03	 雪が降り始めていた。	 ( it / snow / starting / was / to ) .

04	 私達は夜中まで働き続けた。	 ( we / work / to / continued / into the night ) .

05	 また近いうちにお会いできればと思います。	

	 	 ( I / see / hope / you / to / soon ) .

06	 今年の秋に引っ越しする予定です。	( I'm / this fall / move / to / planning ) .

07	 エドワードはその仕事を引き受けることに決めた。	

	 	 ( Edward / the job / decided / take / to ) .

08	 私達は家事を分担することに合意した。	

	 	 ( we / the housework / agreed / share  / to ) .

09	 彼は私達を手助けすると約束した。	( he / us / help / promised / to ) . 

10	 今，車の運転を習っています。	 ( I'm / learning / drive / to ) .
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11	 そのことで心配する必要はない。	 ( you / worry about it / need / don't / to ) .

12	 魚に餌をやるのを忘れないでね。	 ( don't / the fish / feed / forget / to ) .

＊ 03：snow（雪が降る）／ 04：into the night（夜中まで）／ 06：this fall（今年の秋
に）は in が省略；move（引っ越す）／ 07：take（引き受ける）／ 08：housework（家
事）；share（…を分かち合う）／ 10：drive（車を運転する）／ 11：worry（心配する）
／ 12：feed（…に餌［食事］を与える）；fish（単数と複数が同じ形。ここでは複数）

02	 疑問詞＋to 不定詞

A	 日本文に合うように空所に適語を記入しなさい。

01	 私はどうしたらいいのかわからない。	 I don't know  ____________  do.

02	 何色を着ればいいのかわからない。	 I don't know  _____________  wear.

03	 どれを買えばいいか教えてください。	 Please tell me  ____________  buy.

04	 どのクラスを選べばいいか決められません。

	 	 I can't decide  ___________   choose.

05	 どこに宿泊するかは好みと予算の問題です。

	 	 __________  stay is a matter of taste

	 	 and budget.

06	 箸の使い方をお教えします。	 I'll show you _______ use chopsticks.

07	 問題はいつ始めるかです。	 The question is  ___________  start.

08	 行くべきか，とどまるべきかを思案している。	

	 	 I'm wondering  ___________  go or stay.

＊ 01：「どうしたらいいのか」＝「何をすべきか」／ 05：a matter of ...（…の問題）；taste（好
み）；budget（予算）／ 06：chopsticks（箸）／ 08：wonder（～かなあと思う，～を思
案する）

03	 to 不定詞の形容詞用法

A	 日本文に合うように空所に適語を記入しなさい。

01	 何か飲み物をください。	 Give me ________________ .

02	 冷蔵庫に何か食べる物ある？	 Is there _____________ in the fridge?

03	 あなたに話す事は何もありません。	 I have _______________ you.

04	 今日はたくさんすることがある。	 I have a lot of ____________ .

B	 日本文に合うように空所に適語を記入しなさい。

01	 何か書く物（ペン）をください。	 Give me something ___________ .

02	 何か書き留める物をください。	 Give me something ____________ .

03	 今日は書くこと（話題）が何もない。	 I have nothing ____________ today.

04	 私には書くべき話がもう一つある。	 I have another story ____________ .

05	 彼には住む家がなかった。	 He had no house __________ .

06	 あなたはには世話をすべき子供がいますか？

	 	 Do you have kids _______________ ?
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07	 一緒にゴルフをする友達を探しています。

	 	 I'm looking for friends ____________ ?

＊ 01 ～ 03：write を「物を書く」という自動詞で用いる。／ 03：another（もう一つ別の）

C	 日本文に合うように空所に適語を記入しなさい。

01	 今，住む所を探しています。	 I'm looking for a ____________ .

02	 今日は食事をする時間がなかった。	 I had no _________ eat today.

03	 君が怒るのも無理はない。	 You have good __________ be angry.

04	 生き残る方法を見つけねばならない。	We must find a ________ survive.

05	 彼女と話す機会がなかった。	 I didn't get a __________ speak to her.

06	 それを買うお金は私にはありません。	I have ___________ buy it.

＊ 02：eat（自動詞で「食事をする」）／ 03：「君は怒る十分な理由を持っている」と考え
る。good（十分な）／ 04：survive（生き残る）／ 05：speak to ...（…と話をする）

D	 日本文に合うように空所に適語を記入しなさい。

01	 彼はまた来る約束をした。	 He made a (　　) (　　) come again.

02	 彼女に同情する必要はない。	 There's no (　　) (　　) feel sorry for her.

03	 お手紙に返事しなかったことをお詫びします。

	 	 I apologize for my ( f　　) (　　) answer your letter.

04	 私が留学すると決めたことに先生達は驚きました。

	 	 My (　　) (　　) study abroad surprised my teachers.

＊ 01：make（…を行う［する］）／ 03：apologize（謝罪する）；answer（…に返信する）
／ 04：study abroad（外国で勉強する→留学する）；surprise（…を驚かせる）

E	 日本文に合うようにカッコに適語を入れなさい。

01	 ウッズはアンダーパーで（競技を）終えた唯一の選手だった。

	 Woods was the (　　) player (　　) finish under par.

02	 人類で最初に月面を歩いた人は誰ですか？

	 Who was the (　　) human (　　) walk on the moon?

03	 彼はいつも一番にやって来て最後に帰ります。	

	 He is always the (　　) (　　) arrive and (　　) (　　) leave.

04	 彼女には誰か世話をしてくれる人がいるのですか？

	 Does she have anyone (　　) (　　) (　　) (　　) (　　) ?

＊ 02：human（人間）／ 03：述べる必要がない「名詞」は省略する。

04	 副詞用法（目的を表す）

A	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 試験に合格するように精一杯頑張ります。	

	 I'll ( the examination / do my best / pass / to ) .

02	 彼はどの道を行けばよいのか考えるために立ち止まった。	

	 He ( think / stopped / which / to ) way to go.

03	 デービッドが駅まで車で迎えに来てくれることになっています。	

	 David is ( pick / coming / up / me / to ) at the station.
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04	 応募するためには（あなたは）米国市民でなければなりません。	

	 ( order / apply / you / in / , / to ) must be a U.S. citizen.

＊ 01：do one's best（精一杯頑張る）／ 03：pick ... up（…を車に乗せる）／ 04：apply（応
募する），citizen（市民）

05	 副詞用法（結果を表す）

A	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 目が覚めてみると家には自分一人しかいなかった。	

	 I ( find / woke up / to ) myself alone in the house.

02	 少年は成長して有名な音楽家になった。	

	 The boy ( grew up / be / a famous musician / to ) .

03	 祖母は 95 歳まで生きました。	

	 My grandmother ( ninety-five years old / lived / be / to ) .

04	 はるばる彼女の仕事場まで出向いたが，彼女は不在だった。	

	 I went all the way to her office, ( find / only / absent / her / to ) .

＊ 01：「目が覚めると自分だけが家の中で一人であるのに気がついた」と考える。find
は第５文型／ 02：grow up（大人になる）／ 04：all the way（はるばる）；absent（不
在である），後半は「彼女が不在であることがわかった」と考える。find は第５文型。

06	 副詞用法（原因・理由・判断の根拠を表す）

A	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 それはよかった（←それを聞いて嬉しい）。	

	 I'm ( that / hear / glad / to ) .

02	 彼らは初めて雪を見て興奮していた。	

	 They ( see / excited / were / to ) snow for the first time.

03	 ご迷惑をおかけしてすみません。

	 I'm ( you / sorry / trouble / to ) .

04	 こんなたわごとを信じるとは，彼はバカに違いない。	

	 He must ( such nonsense / believe / stupid / be / to ) .

05	 こんなふうに私を助けてくれるなんて，彼女はなんて親切なんでしょう。	

	 How kind ( she / help / is / me / to ) in this way!

＊ 02：for the first time（初めて）／ 03：trouble（…に迷惑をかける）／ 04：stupid（バ
カな）／ 05：in this way（このようにして）

07	 副詞用法（程度を表す）

A	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 疲れて起き上がれない。	

	 I'm ( get up / tired / too / to ) .

02	 君はお酒が飲めない年齢ですよ。	

	 You're ( drink / young / too / to ) .
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03	 全員がそれを理解できるほど頭が良いわけではない。	

	 Not everyone ( smart / is /  enough / to ) understand it.

04	 私はお酒が飲める年齢です。	

	 I'm ( drink / old / enough / to ) .

05	 それが買えるだけのお金はあるのですか？	

	 Do you have ( buy / it / money / enough / to ) ?

06	 体重を減らすにはどれだけの運動で十分ですか？

	 How much exercise ( lose weight / is / enough / to ) ?

＊ 02：drink（飲酒をする）／ 03：not everyone ～（全ての人が～とは限らない）；smart（頭
が良い）／ 06：How much exercise（どれだけの量の運動）は文の主語；lose weight（体
重を減らす）

08	 副詞用法（形容詞の意味を具体化する）

A	 日本文に合うようにカッコに適語を入れなさい。

01	 まだそれを読むことができていません。	

	 I haven't (　　) (　　) (　　) read it yet. 

02	 君はきっと試験に合格しますよ。	

	 You're ( c　  ) (　　) pass your exams.

03	 私から電話があったことを必ず彼に伝えてください。	

	 (　　) ( s　  ) (　　) tell him I called.

04	 それは長い間続く可能性が高いと思います。	

	 I think it's (　　) (　　) continue for a long time.

05	 もう出かける準備はできた？	

	 Are you (　　) (　　) go yet?

06	 私達は是非あなたにお目にかかりたいと願っています。	

	 We are ( e　  ) (　　) meet you.

＊ 01：現在完了形で表す／ 03：tell は第４文型で him とＩの間に that が省略／ 04：
continue（続く）／ 06：meet（…に初めて会う）

B	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 この車は運転しやすい。	

	 This car is ( drive / easy / to ) .

02	 ドナルドは話しかけやすい人です。	

	 Donald is ( talk / easy / to / to ) .

03	 それは行うのが難しくはない。	

	 It ( do / hard / isn't / to ) .

04	 これは解決し難い問題です。	

	 This is ( solve / a / problem / difficult / to ) .

05	 彼女に勝つことは不可能ですよ。	

	 She ( beat / impossible / is / to ) .

06	 このソファは座り心地が良い。	

	 This couch is ( sit / comfortable / on / to ) .

＊ 04：solve（…を解決する），problem（問題）／ 04：「これは難しい問題だ」とし，そ
の後に「解決するのが」を付け足す。／ 05：beat（…を打ち負かす）／ 06：couch（長
椅子，ソファ）；comfortable（心地よい）
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09	 副詞用法（前置きや条件を表す慣用句）

A	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 本当の事を言うと，あまり行きたくないんだ。	

	 ( the truth / you / tell / to ) , I don't really feel like going.

02	 まず第一に，君は自分を知る必要があります。	

	 ( begin / with / to ) , you need to know yourself.

03	 彼女の話を聞くと，（彼女は）ロンドンで育ったのだと思ってしまいますよ。

	 ( her / hear / talk / to ) , you'd think she was raised in London.

＊ 01：not really（あまり～ない）；feel like ...ing（…したい気分である）／ 03：you'd は
you would の短縮形（would は「…だろう」という想像を表す）；raise（…を育てる）

10	 to 不定詞の意味上の主語

A	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 犬が吠えるのは自然なことです。	

	 It's ( dogs / bark / natural / for / to ) .

02	 私達は雨が止むのを待ちました。	

	 We ( the rain / stop / waited / for / to ) . 

03	 私が謝罪すべき理由は何もありません。

	 There is no ( apologize / me / reason / for / to ) .

04	 全員が座れるだけの（十分な）スペースはありません。

	 There isn't ( everybody / sit down / enough / room / for / to ) .

05	 君がそう言うのは簡単さ。	

	 That's ( say / easy / you / for / to ) .

06	 この問題は私には難しすぎて解けない。

	 This problem is ( me / difficult / too / for / to / solve ) .

＊ 01：bark（吠える）；natural（自然な，当然な）／ 03：形容詞用法の to 不定詞に意味
上の主語が付く；apologize（謝罪する）／ 04：room（＜不可算名詞＞スペース，空間）

11	 to 不定詞の進行形・受身形・完了形

A	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 彼女が近くにいる時は私は勉強しているふりをしていた。

	 I pretended ( studying / be / to ) when she was around.

02	 夕食に招待していただいて嬉しいです。	

	 I'm ( invited / glad / be / to ) to dinner.

03	 彼は 1506 年にこの地で亡くなったと言われています。	

	 He is ( died / said / have / to ) here in 1506.

04	 お待たせしてすみませんでした。	

	 Sorry (kept / have / you / to ) waiting.

05	 日本は原爆（攻撃）を受けた唯一の国だ。	

	 Japan is the only ( suffered / have / country / to )  atomic bomb attacks.



-76- (C) Kazuhiro Mori -77-(C) Kazuhiro Mori

06	 最も重要なことが忘れ去られて（しまっている）ようです。

	 The most important thing seems ( forgotten / been / have / to ) .

＊ 01：pretend to V（V するふりをする）；be around（近くにいる）／ 02：invite A to B（A
を B に招待する）／ 04：文頭には I'm が省略されている；keep は第５文型で用いる。
／ 05：suffer（…を受ける）；atomic bomb（原子爆弾）；attack（攻撃）

12	 to 不定詞の否定形

A	 日本文に合うようにカッコの語句を並べ替えなさい。

01	 そのことについては考えないように（努力）しています。	

	 I'm ( think / not / trying / to ) about it.

02	 もうその仕事をせずに済んで（いて）嬉しい。

	 I'm happy ( be / not / doing / to ) that work anymore.

03	 誰にも見られないように注意するんだよ。	

	 Be careful ( seen / not / be / to ) by anyone.

04	 後になって私は（あの時）何も言わずに黙っていてよかったと思った。

	 Afterward I was glad ( said / have / not / to ) anything.

＊ 02：感情の原因・理由を表す to 不定詞の用法。「もうその仕事をしていなくて嬉しい」
と考える；anymore（もう今では）／ 04：感情の原因・理由を表す to 不定詞の用法；
afterward（後で，後になって）


